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A 123 調理中のバレイシ3 における金属のコロイド性不溶性相と可溶性相の分布

共立女子大家政　中揮勇二　〇藤村陽子

　目的　調理用溶液中でバレイシ。を加熱する場合にIt、バレイショSB.織内に移動する成

分と調理用溶m中に溶出する成分とがあった。しかし、その中に含まれる金属の存在状態

としての相分布は不明であった。本報はこれらを明らかにすることを目的とする。

　方法　各種調理用m液と牛乳を主とした溶液中で. 既報に準じてバレイショを加熱した

後. 磨鋤と加水（/< レイシ、1：水Z)をした。これをV i skin g -tルD ―スチューブに入れ５

℃で20時間の透析を行なr>た。また金属含量については原子吸光分光法によって測定しt..

　結果　1 .調理用溶液に対して, バレイショから溶出する金属の相分布をしらべると、

ZIロイド性不溶性相と可溶性相とが多様な比率で存在し、特徴のある知見を得た。

　2 .牛乳中の金属の可溶性相は、大きな順からK ＞Na＞Mg＞Ca＞Fe＞Zn＞Hii＞Cuであっ

て、これらの大きさが①移動と②組li内反JSに関与することが推定された。　3 .バレイ

ショを牛乳中で加熱すると, Na浸透圧は外層で高く、K浸透圧は内層で高かった。Cali牛

乳中で多量に存在するが、可溶性相が41%と少ないので移動性に乏しく、内層浸透圧に寄

与していない。各金属塩の浸透圧比をしらべると、牛乳の特徽がバレイショ組織中でi±急

変して、アルカリ金属系が大きくなっ1t。　4 .金属の組織内交換能（移動寄与率）につ

いてl±、Maは移動量が大きくてcooking stressでありうる。Catiコロイド化や硬さなどの

物性に影響t , K (i Maとの交換により内部に移動するのみでなく、外寝にも溶出しやすい。

鰐gli可溶性相が72%もあるのに組織内交換に関与し難itい。　5 .牛乳中の金属塩の単位

断面積あたり移動速度もバレイショに対する特徴を示した。


